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   令令和和７７年年度度  全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査  解解説説資資料料ににつついいてて 

    目目的的   

本資料は、令和７年度全国学力・学習状況調査の実施後、各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
ように作成したものです。 

    特特徴徴   

 

「教科に関する調査」の各問題について、学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

「教科に関する調査」の各問題について、出題の趣旨、学習指導要領における内容、解答
類型、正答や予想される解答の解説、学習指導の改善・充実を図るための情報等を記述して
います。 

 

全ての先生が、学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年までに、十分に身
に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので、調査の対
象学年だけではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各問題の「学習指導要領における内容」には、該当する学年を示していますの
で、学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

 

調査実施後、すぐに活用できるように作成しています。 

調査結果が出る前の段階から、調査問題を日々の学習指導の改善・充実を図る際に役立て
ることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際、調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析、学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

本調査では、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように、設定
する条件等に即して解答を分類、整理した「解答類型」を設けています。 
 「解答類型について」で、つまずきの分析ができるように解答類型の説明をしています。
正誤だけではなく、一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して、学
習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

関連する過去の調査の解説資料や報告書等の該当ページも記載しています。 
学習指導の改善・充実を図る際は、これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の解説資料・報告書等は、国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

    本本資資料料のの活活用用にに当当たたっってて    

ⅠⅠ  調調査査問問題題作作成成にに当当たたっってて 

調査問題作成の基本理念、調査問題作成の枠組みについて解説しています。 

ⅡⅡ  調調査査問問題題一一覧覧表表 

問題の概要、出題の趣旨、関係する学習指導要領の内容、評価の観点、問題形式を一覧表

にまとめています。 
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ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について、出題の趣旨、解説（学習指導要領における内容、解答類型）等を記述

しています。（問題によっては、記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう

に、設定する条件等に即して解答を分類、整理したものです。解答例を
示すとともに、「解答類型について」の解説を加えていますので、児童
生徒一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した
学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大） ･･･ 正答・予想される解答 

（複数の類型が正答となる問題もある） 

 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 

（類型１～38 までに含まれない解答） 

 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 

※図はイメージです。

２．解説 

趣旨 
問題ごとの出題の意図、把握しよ 

 うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における内容 
調査対象学年及び他の学年の児童 

生徒への学習指導の改善・充実を図 
る際に参考となるように、関係する 
学習指導要領における内容を示して 
います。 

■評価の観点 
問題に関係する評価の観点を示し 

ています。 

解答類型（下欄の＊を参照） 
 児童生徒一人一人の解答状況を把 
握することができるように、問題に 
おける解答類型を示しています。 

１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図、把握しよ
うとする力、場面設定などについて
記述しています。 

 
 
調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものも 

あります。 
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ⅣⅣ  解解答答用用紙紙（（  正正答答（（例例）））） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

ⅤⅤ  点点字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

点字問題の一部を、当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

ⅥⅥ  拡拡大大文文字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

拡大文字問題の一部を、当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 

※本資料では、以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 

 

 

 

※図はイメージです。

 

■解答類型について 
予想される解答から、身に付いて 

いる力や考えられるつまずき等を記 
述しています。 
 

（参考） 

  過去の関連する問題、解説資料、 

報告書等を記載しています。 

※平成 25 年度から令和３年度の調査問題

は、学習指導要領（平成 20 年告示）の目

標及び内容に基づき作成されています。 

３．出典等 

  著作物からの出題の場合に、出典 

及び著作権者等について示していま 

 す。また、問題作成に当たって参考 

 としたものについても示しています。 
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Ⅰ 中学校国語科の調査問題作成に当たって
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Ⅰ 中学校国語科の調査問題作成に当たって

中学校国語科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題作成の基本理念について

「全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）」（平成29年３月）では、「全国学力・

学習状況調査の調査問題については、新しい学習指導要領が求める育成を目指す資質・能力を踏

まえ、それを教育委員会や学校に対して、具体的なメッセージとして示すものとなるよう検討を

進める。」としている。

平成29年３月に公示された中学校学習指導要領（平成29年告示。以下「学習指導要領」という。）

は、教科等の目標や内容について、生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる

「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性

等」という三つの柱に基づいて再整理されており、これらの資質・能力の三つの柱は相互に関係

し合いながら育成されるものという考え方に立っている。

平成31年度（令和元年度）以降の調査問題では、こうした学習指導要領の考え方への各教育委

員会や各学校の理解を促すため、それまでの「主として『知識』に関する問題」と「主として『活

用』に関する問題」に区分するといった整理を見直して、一体的に調査問題を構成することと

した。

なお、「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（平成18年４月）では、具体

的な調査問題の作成に当たって、「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基

盤的な事項を具体的に示すものであり、教員による指導改善や、児童生徒の学習改善・学習意欲

の向上などに役立つとの視点が重要である」としていることにも留意する必要がある。

以上の点等を踏まえ、本調査の調査問題は、国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等

も考慮しつつ、学習指導要領に示された国語科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本と

した。

２ 調査問題作成の枠組み

（１）学習指導要領の内容と評価の観点について

学習指導要領に示されている以下の内容に基づいて、その全体を視野に入れながら、中心的に

取り上げるものを精選した。なお、中学校第２学年までの内容となるようにしている。

〔知識及び技能〕

⑴言葉の特徴や使い方に関する事項

⑵情報の扱い方に関する事項

⑶我が国の言語文化に関する事項

〔思考力、判断力、表現力等〕

Ａ話すこと・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

※ 「Ａ話すこと・聞くこと」については、生徒が実際に話したり聞いたりするような調査を行うことが

難しいため、場面設定・状況設定などを工夫して、話す・聞く活動にできるだけ近づけた出題となるよ

うにした。

また、評価の観点として、「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

（２）問題形式について

問題の形式は、選択式、短答式、記述式の３種類としている。記述式の問題では、複数の考

え方、答え方があるものなどについて出題している。
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◆ 点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題の作成について

本調査では、視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した

調査問題（点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題）を作成している。

点字問題では、全体を点訳するとともに、点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し、図版等の情報の精査（グラフを表にしたり、記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり、出題の趣旨を踏まえた上で、出題形式の変更や代替問題の作成を行ったりする

などの配慮を行っている。

拡大文字問題では、対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し、文字や

図版等を拡大するとともに、文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ、コントラスト、

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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◆ 点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題の作成について

本調査では、視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した

調査問題（点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題）を作成している。

点字問題では、全体を点訳するとともに、点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し、図版等の情報の精査（グラフを表にしたり、記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり、出題の趣旨を踏まえた上で、出題形式の変更や代替問題の作成を行ったりする

などの配慮を行っている。

拡大文字問題では、対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し、文字や

図版等を拡大するとともに、文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ、コントラスト、

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。

Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
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一
変換した漢字として適切なものを選択する
（かいしん）

文脈に即して漢字を正しく使うこ
とができるかどうかをみる

２
ウ

○ ○

二
ちらしに「会場図」を加えた目的を説明し
たものとして適切なものを選択する

目的に応じて、集めた材料を整理
し、伝えたいことを明確にするこ
とができるかどうかをみる

１
ア

○ ○

三
ちらしの中の情報について、示す位置を変
えた意図を説明したものとして適切なもの
を選択する

書く内容の中心が明確になるよう
に、内容のまとまりを意識して文
章の構成や展開を考えることがで
きるかどうかをみる

１
イ

○ ○

四
ちらしの読み手に向けて、今年の美術展の
工夫について伝える文章を書く

自分の考えが伝わる文章になるよ
うに、根拠を明確にして書くこと
ができるかどうかをみる

１
ウ

○ ○

一
スライドを使ってどのように話しているの
かを説明したものとして適切なものを選択
する

資料や機器を用いた話し方の工夫
を捉えることができるかどうかを
みる

２
ウ

○ ○

二
聞き手の反応を見て発した言葉について、
そのように発言した理由を説明したものと
して適切なものを選択する

相手の反応を踏まえながら、自分
の考えが分かりやすく伝わるよう
に表現を工夫することができるか
どうかをみる

１
ウ

○ ○

三
「話の順序を入れ替えた方がよい」という
助言の意図を説明したものとして適切なも
のを選択する

自分の考えが明確になるように、
論理の展開に注意して、話の構成
を工夫することができるかどうか
をみる

２
イ

○ ○

四
発表のまとめの内容をより分かりやすく伝
えるためのスライドの工夫について、どの
ような助言をするか、自分の考えを書く

資料や機器を用いて、自分の考え
が分かりやすく伝わるように表現
を工夫することができるかどうか
をみる

２
ウ

○ ○

一
物語の始めに問いかけが示されていること
について、その効果を説明したものとして
適切なものを選択する

表現の効果について、根拠を明確
にして考えることができるかどう
かをみる

１
エ

○ ○

二
「兄」と「弟」が、物語の中でどのような
性格の人物として描かれているかを書く

文章全体と部分との関係に注意し
ながら、登場人物の設定の仕方を
捉えることができるかどうかをみ
る

２
ア

○ ○

三
「しきりと」の意味として適切なものを選
択する

事象や行為を表す語句について理
解しているかどうかをみる

１
ウ

○ ○

四

「一　榎木の実」に書かれている場面が、
「二　釣の話」には書かれていないことに
よる効果について、自分の考えとそのよう
に考えた理由を書く

文章の構成や展開について、根拠
を明確にして考えることができる
かどうかをみる

１
エ

○ ○

一
手紙の下書きを見直し、誤って書かれてい
る漢字を見付けて修正する

読み手の立場に立って、表記を確
かめて、文章を整えることができ
るかどうかをみる

１
エ

○ ○

三
手紙の下書きを見直し、修正した方がよい
部分を見付けて修正し、修正した方がよい
と考えた理由を書く

読み手の立場に立って、語句の用
法、叙述の仕方などを確かめて、
文章を整えることができるかどう
かをみる

１
エ

○ ○

1

思

考

・

判

断

・

表

現

主
体
的
に
学

習

に

取

り

組

む

態

度

2

3

4

調査問題一覧表　【中学校国語】

問題形式学習指導要領の内容 評価の観点

問題番号

選

択

式

短

答

式

記

述

式

問題の概要 出題の趣旨

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
知

識

・

技

能
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨、解説、解答類型等）
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国語１ 案内文を書く（美術展のちらし）
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国語１ 案内文を書く（美術展のちらし）
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１．出題の趣旨

案内文を書く場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 文脈に即して漢字を正しく使うこと

・ 目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

・ 書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開

を考えること

・ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと

「Ｂ書くこと」の学習においては、「題材の設定、情報の収集、内容の検討」、「構成の検討」、

「考えの形成、記述」、「推敲」、「共有」に関する各指導事項が示す資質・能力を身に付けるこ

とができるように、意図的・計画的に指導を重ねることが大切である。指導計画の作成に当たっ

ては、書くことに関する資質・能力が確実に育成できるように、実際に文章を書く活動を多く

することが必要である。指導の際には、〔知識及び技能〕の各指導事項との関連を図るとともに、

生徒が日常の書く活動に生かすことを意識しながら学習できるようにすることが重要である。

実用的な文章を書く言語活動を設定する際には、他教科等の学習や学校の教育活動全体との

関連を図り、実際に書いて伝えたり、読み手の反応を受け取ったりすることができるよう工夫

することが考えられる。行事等を案内する文章には、行事名、日時、場所、内容などのほか、

参加してほしいといったお願いなど、必要な情報を漏れなく書く必要がある。その際、生徒が、

相手や目的に応じて伝えるべき事柄を選択したり再構成したりして、簡潔に分かりやすく書く

ことができるよう指導することが大切である。

本問では、文書作成ソフトを使って、学校で行う美術展のちらしを作成する場面を設定した。

文脈に即して漢字を正しく使ったり、読み手である地域の小学校６年生の立場に立って、情報

を加えたり整理して示したりするとともに、特に伝えたいことについて根拠を明確にして書く

ことを求めている。
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１．出題の趣旨

案内文を書く場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 文脈に即して漢字を正しく使うこと

・ 目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

・ 書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開

を考えること

・ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと

「Ｂ書くこと」の学習においては、「題材の設定、情報の収集、内容の検討」、「構成の検討」、

「考えの形成、記述」、「推敲」、「共有」に関する各指導事項が示す資質・能力を身に付けるこ

とができるように、意図的・計画的に指導を重ねることが大切である。指導計画の作成に当たっ

ては、書くことに関する資質・能力が確実に育成できるように、実際に文章を書く活動を多く

することが必要である。指導の際には、〔知識及び技能〕の各指導事項との関連を図るとともに、

生徒が日常の書く活動に生かすことを意識しながら学習できるようにすることが重要である。

実用的な文章を書く言語活動を設定する際には、他教科等の学習や学校の教育活動全体との

関連を図り、実際に書いて伝えたり、読み手の反応を受け取ったりすることができるよう工夫

することが考えられる。行事等を案内する文章には、行事名、日時、場所、内容などのほか、

参加してほしいといったお願いなど、必要な情報を漏れなく書く必要がある。その際、生徒が、

相手や目的に応じて伝えるべき事柄を選択したり再構成したりして、簡潔に分かりやすく書く

ことができるよう指導することが大切である。

本問では、文書作成ソフトを使って、学校で行う美術展のちらしを作成する場面を設定した。

文脈に即して漢字を正しく使ったり、読み手である地域の小学校６年生の立場に立って、情報

を加えたり整理して示したりするとともに、特に伝えたいことについて根拠を明確にして書く

ことを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 行事の案内や報告の文章を書くなど、伝えるべきことを整理して書く活動。

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 社会生活に必要な手紙や電子メールを書くなど、伝えたいことを相手や媒体を考慮し

て書く活動。

（参考）

〔第３学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 情報を編集して文章にまとめるなど、伝えたいことを整理して書く活動。

２．解説

設問一

趣旨

文脈に即して漢字を正しく使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

ウ 第１学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字のうち350字程度から

450字程度までの漢字を読むこと。また、学年別漢字配当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと。 《漢字》

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

〇 【解答類型１】は、文脈に即して漢字を正しく使うことができている。「どれもかいしん

の出来です。」の「かいしん」を漢字に変換すると、「心にかなって満足すること」という意

味の「会心」が適切であることを理解している。「会」は、小学校第２学年の配当漢字、「心」

は小学校第２学年の配当漢字である。

○ 【解答類型２、３】は、文脈に即して漢字を正しく使うことに課題がある。「どれもかい

しんの出来です。」の「かいしん」について、文脈から意味を捉えることができなかったか、

意味を捉えることはできたものの、「会心」、「改心」、「改新」のいずれを使うのか、正しく

判断して選ぶことができなかったものと考えられる。
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設問二

趣旨

目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうか

をみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

ア 目的や意図に応じて、日常生活の中から題材を決め、集めた材料を整理し、伝えたい

ことを明確にすること。 《題材の設定、情報の収集、内容の検討》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１～３】は、目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にする

ことに課題がある。

・ 【解答類型１】は、【ちらし】の読み手が小学校６年生であることを捉えることはでき

ているが、美術展の様子を具体的にイメージすることができるように「会場図」を加えて

いることを、捉えることができていないものと考えられる。

・ 【解答類型２】は、【第一中学校のウェブページ上のお知らせ】と【ちらし】とでは、

想定している読み手が異なることを捉えることができず、ウェブページの情報と比較しや

すくするために「会場図」を加えていると、誤って捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、【ちらし】が地域の小学校６年生の来場を促すためのものであるこ

とは踏まえているが、会場となる体育館まで迷わずに来ることができるように「会場図」

を加えていると、誤って捉えたものと考えられる。

〇 【解答類型４】は、目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

ができている。【ちらし】が地域の小学校６年生の来場を促すためのものであることを踏ま

え、美術展の様子を具体的にイメージすることができるように「会場図」を加えていること

を、捉えることができている。
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設問二

趣旨

目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうか

をみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

ア 目的や意図に応じて、日常生活の中から題材を決め、集めた材料を整理し、伝えたい

ことを明確にすること。 《題材の設定、情報の収集、内容の検討》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１～３】は、目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にする

ことに課題がある。

・ 【解答類型１】は、【ちらし】の読み手が小学校６年生であることを捉えることはでき

ているが、美術展の様子を具体的にイメージすることができるように「会場図」を加えて

いることを、捉えることができていないものと考えられる。

・ 【解答類型２】は、【第一中学校のウェブページ上のお知らせ】と【ちらし】とでは、

想定している読み手が異なることを捉えることができず、ウェブページの情報と比較しや

すくするために「会場図」を加えていると、誤って捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、【ちらし】が地域の小学校６年生の来場を促すためのものであるこ

とは踏まえているが、会場となる体育館まで迷わずに来ることができるように「会場図」

を加えていると、誤って捉えたものと考えられる。

〇 【解答類型４】は、目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

ができている。【ちらし】が地域の小学校６年生の来場を促すためのものであることを踏ま

え、美術展の様子を具体的にイメージすることができるように「会場図」を加えていること

を、捉えることができている。

設問三

趣旨

書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考

えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 書く内容の中心が明確になるように、段落の役割などを意識して文章の構成や展開を

考えること。 《構成の検討》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 三 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、２、４】は、書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識

して文章の構成や展開を考えることに課題がある。

・ 【解答類型１】は、書く内容の中心を意識することはできているが、吹き出しの中に書

き加えた内容が、中心となる情報の具体例とその要点であると誤って捉えたものと考えら

れる。

・ 【解答類型２】は、内容のまとまりを意識することはできているが、吹き出しの中に書

き加えた内容が、伝えるべき事柄の見出しであると誤って捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型４】は、事柄を示す順序を意識することはできているが、吹き出しの中に書

き加えた内容が、情報を時間の流れに沿って示したものであると誤って捉えたものと考え

られる。

なお、文章を書く目的や読み手に伝えたい内容によっては、選択肢１、２、４のような意

図で構成や展開を検討する場合もある。

〇 【解答類型３】は、書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章

の構成や展開を考えることができている。「体験コーナー」でできることを、体験できる時

間と合わせて示すことで、「体験コーナー」に関連する情報を読み手がまとめて得られるよ

うにしていることを捉えることができている。
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設問四

趣旨

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

ウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。

《考えの形成、記述》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【工夫】のいずれか一方と、【感想の一部】のいずれか一つを選んで、選んだ

記号を塗り潰している。

② 選んだ【工夫】に結び付く【感想の一部】を選んでいる。

③ 選んだ【工夫】の内容と【感想の一部】の内容を適切に取り上げて書いている。

④ 接続する語句や指示する語句を用いて、選んだ【工夫】と【感想の一部】とを

適切に関係付けて書いている。

（正答例）

・Ａ、ア

昨年の来場者から、どうやって作品をつくったのか知りたくなったという感

想をもらいました。そこで、今年は中学生が作品について説明します。気にな

る作品があったら、ぜひ中学生に質問してください。

・Ａ、イ

昨年、「思いのこもった作品が多いように感じました。」という感想をもらっ

たので、今年は、作品にどんな思いをこめたのか、中学生が説明することに

しました。心にひびく作品があったら、声をかけてくださいね。

・Ｂ、ア

今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。昨年の来場者から、

美術の授業が楽しみだという感想があったので、美術の時間に学習することを

体験できる企画を考えました。興味がある人は、ぜひ参加してください。

・Ｂ、ウ

今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。これは、昨年の参

加者から、つくってみたいという感想をもらったからです。みなさんの参加を

お待ちしています。

１ 条件①、②、③、④を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①、②、③を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの

３ 条件①、②、④を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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設問四

趣旨

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

ウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。

《考えの形成、記述》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【工夫】のいずれか一方と、【感想の一部】のいずれか一つを選んで、選んだ

記号を塗り潰している。

② 選んだ【工夫】に結び付く【感想の一部】を選んでいる。

③ 選んだ【工夫】の内容と【感想の一部】の内容を適切に取り上げて書いている。

④ 接続する語句や指示する語句を用いて、選んだ【工夫】と【感想の一部】とを

適切に関係付けて書いている。

（正答例）

・Ａ、ア

昨年の来場者から、どうやって作品をつくったのか知りたくなったという感

想をもらいました。そこで、今年は中学生が作品について説明します。気にな

る作品があったら、ぜひ中学生に質問してください。

・Ａ、イ

昨年、「思いのこもった作品が多いように感じました。」という感想をもらっ

たので、今年は、作品にどんな思いをこめたのか、中学生が説明することに

しました。心にひびく作品があったら、声をかけてくださいね。

・Ｂ、ア

今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。昨年の来場者から、

美術の授業が楽しみだという感想があったので、美術の時間に学習することを

体験できる企画を考えました。興味がある人は、ぜひ参加してください。

・Ｂ、ウ

今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。これは、昨年の参

加者から、つくってみたいという感想をもらったからです。みなさんの参加を

お待ちしています。

１ 条件①、②、③、④を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①、②、③を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの

３ 条件①、②、④を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことが

できている。自分が伝えたい今年の美術展の【工夫】と、それに結び付く小学生の【感想の

一部】を選び、選んだ【工夫】と【感想の一部】との関係が分かるように、接続する語句や

指示する語句を用いて書くことができている。

○ 【解答類型２、３】は、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこ

とに課題がある。

・ 【解答類型２】は、自分が伝えたい今年の美術展の【工夫】と、それに結び付く小学生

の【感想の一部】を選び、選んだ【工夫】の内容と【感想の一部】の内容を適切に取り上

げて書くことはできているが、接続する語句や指示する語句を用いて、選んだ【工夫】と

【感想の一部】とを適切に関係付けて書くことができていない。具体的な例としては、以

下のようなものが考えられる。

（例）

・Ａ、イ

来場者の求めに応じて、中学生が作品について説明します。昨年の感想では、い

ろいろな作品が展示されていて楽しかったという声がありました。

・Ｂ、ウ

昨年は、おみやげのペン立てを私もつくってみたいという感想をもらいましたが、

今年は、体験コーナーで、自分でペン立てをつくることができます。

・ 【解答類型３】は、自分が伝えたい今年の美術展の【工夫】と、それに結び付く小学生

の【感想の一部】を選び、接続する語句や指示する語句を用いて、選んだ【工夫】と【感

想の一部】とを適切に関係付けて書くことはできているが、選んだ【工夫】の内容や【感

想の一部】の内容を適切に取り上げて書くことができていない。具体的な例としては、以

下のようなものが考えられる。

（例）

・Ａ、ア

昨年の来場者から、美術でどのようなことができるのか知りたくなったという感

想をもらいました。そこで、今年は、中学生が来場者の求めに応じて説明します。

美術部でどんなことが学べるのかが楽しみだという感想もありました。

・Ｂ、ウ

おみやげにペン立てをもらえてよかったという感想があったので、今年は体験

コーナーを設けて、小学生がペン立てをつくれるようにしました。美術の先生が指

導してくれます。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

農林水産省のウェブページにある資料の一

R４２三 部から必要な情報を引用し、意見文の下書 46.5％ pp.19-27 pp.30-41
きにスマート農業の効果を書き加える

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを

R５３四 付けた部分に具体例として示す「判じ絵」 72.5％ pp.25-31 pp.48-60
を選択し、その解読の仕方を書く
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

農林水産省のウェブページにある資料の一

R４２三 部から必要な情報を引用し、意見文の下書 46.5％ pp.19-27 pp.30-41
きにスマート農業の効果を書き加える

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを

R５３四 付けた部分に具体例として示す「判じ絵」 72.5％ pp.25-31 pp.48-60
を選択し、その解読の仕方を書く

国語２ スピーチをする（活動のアイディアを発表する）
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１．出題の趣旨

スピーチで考えを提案する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 資料や機器を用いた話し方の工夫を捉えること

・ 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す

ること

・ 自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構成を工夫すること

・ 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫すること

「Ａ話すこと・聞くこと」の学習においては、「話題の設定、情報の収集、内容の検討」、「構

成の検討、考えの形成（話すこと）」、「表現、共有（話すこと）」、「構造と内容の把握、精査・

解釈、考えの形成、共有（聞くこと）」、「話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し合

うこと）」に関する各指導事項が示す資質・能力を身に付けることができるように、意図的・

計画的に指導を重ねることが大切である。

言語活動例の各学年のアには、紹介や報告、説明や提案、主張など、話し手がある程度まと

まった話をし、それを聞いて、聞き手が質問や意見、助言、評価などを述べる活動が例示され

ている。こうした言語活動を行う際には、何のために、誰を対象に、どのような状況で話すの

かを具体的に考え、設定した話題や検討した内容が、それらに合っているかどうかを判断する

ことが必要である。また、自分の立場や考えが明確になるように話の構成を考えることを通し

て、自分の考えを形成することや、それが聞き手に分かりやすく伝わるように表現を工夫する

ことができるよう指導することが重要である。スピーチで考えを提案するのであれば、提案が、

聞き手に何らかの行動を促すために自分の考えを示し、意見を求めるものであることを踏まえ、

聞き手の話の受け止め方や理解の状況を捉えて表現を工夫したり、資料や機器を用いて自分の

考えが分かりやすく伝わるように工夫したりすることがより重要になる。

本問では、国語の授業において、学校の活動を地域に広げるアイディアについて提案するス

ピーチをするに当たり、友達にリハーサルを見てもらい、助言を求める場面を設定した。スラ

イドを使った話し方の工夫や聞き手の反応を踏まえた話し方の工夫を捉えるとともに、自分の

考えが分かりやすく伝わるように、話す事柄の順序を考えたり、スライドを用いて表現を工夫

したりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 紹介や報告など伝えたいことを話したり、それらを聞いて質問したり意見などを述べ

たりする活動。

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 説明や提案など伝えたいことを話したり、それらを聞いて質問や助言などをしたりす

る活動。

（参考）

〔第３学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 提案や主張など自分の考えを話したり、それらを聞いて質問したり評価などを述べた

りする活動。
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１．出題の趣旨

スピーチで考えを提案する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 資料や機器を用いた話し方の工夫を捉えること

・ 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す

ること

・ 自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構成を工夫すること

・ 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫すること

「Ａ話すこと・聞くこと」の学習においては、「話題の設定、情報の収集、内容の検討」、「構

成の検討、考えの形成（話すこと）」、「表現、共有（話すこと）」、「構造と内容の把握、精査・

解釈、考えの形成、共有（聞くこと）」、「話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し合

うこと）」に関する各指導事項が示す資質・能力を身に付けることができるように、意図的・

計画的に指導を重ねることが大切である。

言語活動例の各学年のアには、紹介や報告、説明や提案、主張など、話し手がある程度まと

まった話をし、それを聞いて、聞き手が質問や意見、助言、評価などを述べる活動が例示され

ている。こうした言語活動を行う際には、何のために、誰を対象に、どのような状況で話すの

かを具体的に考え、設定した話題や検討した内容が、それらに合っているかどうかを判断する

ことが必要である。また、自分の立場や考えが明確になるように話の構成を考えることを通し

て、自分の考えを形成することや、それが聞き手に分かりやすく伝わるように表現を工夫する

ことができるよう指導することが重要である。スピーチで考えを提案するのであれば、提案が、

聞き手に何らかの行動を促すために自分の考えを示し、意見を求めるものであることを踏まえ、

聞き手の話の受け止め方や理解の状況を捉えて表現を工夫したり、資料や機器を用いて自分の

考えが分かりやすく伝わるように工夫したりすることがより重要になる。

本問では、国語の授業において、学校の活動を地域に広げるアイディアについて提案するス

ピーチをするに当たり、友達にリハーサルを見てもらい、助言を求める場面を設定した。スラ

イドを使った話し方の工夫や聞き手の反応を踏まえた話し方の工夫を捉えるとともに、自分の

考えが分かりやすく伝わるように、話す事柄の順序を考えたり、スライドを用いて表現を工夫

したりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 紹介や報告など伝えたいことを話したり、それらを聞いて質問したり意見などを述べ

たりする活動。

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 説明や提案など伝えたいことを話したり、それらを聞いて質問や助言などをしたりす

る活動。

（参考）

〔第３学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 提案や主張など自分の考えを話したり、それらを聞いて質問したり評価などを述べた

りする活動。

２．解説

設問一

趣旨

資料や機器を用いた話し方の工夫を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す

ること。 《表現、共有（話すこと）》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、３、４】は、資料を用いた話し方の工夫を捉えることに課題がある。

・ 【解答類型１】は、 線部㋐について、村田さんが、意見とそれを支える根拠が聞

き手の印象に残るように話していると誤って捉えたものと考えられる。また、スライドに

示された内容が、意見だけを要約して示したものと誤って捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、 線部㋐について、村田さんが、自分の主張を繰り返して、聞

き手が興味をもつように話していると誤って捉えたものと考えられる。また、スライドに

示された内容が、異なる視点からの情報を示したものと誤って捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型４】は、 線部㋐について、村田さんが、聞き手からの質問を想定して、

自分の立場と考えを話していると誤って捉えたものと考えられる。また、スライドに示さ

れた内容が、質問に対する回答を示したものと誤って捉えたものと考えられる。

○ 【解答類型２】は、資料を用いた話し方の工夫を捉えることができている。 線部㋐

について、村田さんが、聞き手によって経験が違うことを考慮して、話の要点を絞って話し

ていることを捉えることができている。また、活動に参加した経験がない人にも話を理解し

てもらえるように、補足の情報として活動の内容が分かる図をスライドで示していることを

捉えることもできている。
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設問二

趣旨

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する

こと。 《表現、共有（話すこと）》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１～３】は、相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫することに課題がある。

・ 【解答類型１】は、「ただ、みんなが持ち帰ったとしても、採取した種は残ってしまい

ます。」の部分を聞いた相手が、「種をもらう参加者が何人くらいいるのか」という疑問を

感じているものと村田さんが判断したため、 線部㋑のように発言したと誤って捉え

たものと考えられる。

・ 【解答類型２】は、「ただ、みんなが持ち帰ったとしても、採取した種は残ってしまい

ます。」の部分を聞いた相手が、採取した種が残ってしまう理由を理解することができて

いない状況にあるものと村田さんが判断したため、 線部㋑のように発言したと誤っ

て捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、 線部㋑の村田さんの発言が、「ただ、みんなが持ち帰ったとし

ても、採取した種は残ってしまいます。」の部分に対する聞き手の反応を踏まえたもので

あるということを捉えることができていないものと考えられる。

○ 【解答類型４】は、相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように

表現を工夫することができている。「ただ、みんなが持ち帰ったとしても、採取した種は残っ

てしまいます。」の部分を聞いた相手が、「採取した種がどのくらい残るのか」という疑問を

感じているものと村田さんが判断したため、 線部㋑のように発言したことを捉えるこ

とができている。
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設問二

趣旨

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する

こと。 《表現、共有（話すこと）》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１～３】は、相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫することに課題がある。

・ 【解答類型１】は、「ただ、みんなが持ち帰ったとしても、採取した種は残ってしまい

ます。」の部分を聞いた相手が、「種をもらう参加者が何人くらいいるのか」という疑問を

感じているものと村田さんが判断したため、 線部㋑のように発言したと誤って捉え

たものと考えられる。

・ 【解答類型２】は、「ただ、みんなが持ち帰ったとしても、採取した種は残ってしまい

ます。」の部分を聞いた相手が、採取した種が残ってしまう理由を理解することができて

いない状況にあるものと村田さんが判断したため、 線部㋑のように発言したと誤っ

て捉えたものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、 線部㋑の村田さんの発言が、「ただ、みんなが持ち帰ったとし

ても、採取した種は残ってしまいます。」の部分に対する聞き手の反応を踏まえたもので

あるということを捉えることができていないものと考えられる。

○ 【解答類型４】は、相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように

表現を工夫することができている。「ただ、みんなが持ち帰ったとしても、採取した種は残っ

てしまいます。」の部分を聞いた相手が、「採取した種がどのくらい残るのか」という疑問を

感じているものと村田さんが判断したため、 線部㋑のように発言したことを捉えるこ

とができている。

設問三

趣旨

自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構成を工夫することがで

きるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、

話の構成を工夫すること。 《構成の検討、考えの形成（話すこと）》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 三 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構成を

工夫することができている。「つなごうマリープロジェクトの長所」の話と「つなごうマリー

プロジェクトの内容」の話の順序を入れ替えることで、村田さんの考える「つなごうマリー

プロジェクトの長所」が、聞き手にとって理解しやすくなることを捉えることができている。

○ 【解答類型２～４】は、自分の考えが明確になるように、論理の展開に注意して、話の構

成を工夫することに課題がある。

・ 【解答類型２】は、「つなごうマリープロジェクトの長所」の話と「つなごうマリープ

ロジェクトの内容」の話の順序を入れ替えることで、話の展開がどのように変わるのかを

捉えることができていないものと考えられる。また、話している内容とスライドとの関係

を捉えることができていないものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、「つなごうマリープロジェクトの長所」の話と「つなごうマリープ

ロジェクトの内容」の話の順序を入れ替えることで、話の展開がどのように変わるのかを

捉えることができていないものと考えられる。また、村田さんが、「つなごうマリープロ

ジェクトの内容」の話のあとに、「異なる立場からの意見」について話していると誤って

捉えたものと考えられる。
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・ 【解答類型４】は、「つなごうマリープロジェクトの長所」の話と「つなごうマリープ

ロジェクトの内容」の話の順序を入れ替えることで、話の展開がどのように変わるのかを

捉えることができていないものと考えられる。また、村田さんが、「つなごうマリープロ

ジェクトの内容」の話の前に、「もとになった活動の長所」について話していると誤って

捉えたものだと考えられる。

設問四

趣旨

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することがで

きるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す

ること。 《表現、共有（話すこと）》

■評価の観点

思考・判断・表現
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・ 【解答類型４】は、「つなごうマリープロジェクトの長所」の話と「つなごうマリープ

ロジェクトの内容」の話の順序を入れ替えることで、話の展開がどのように変わるのかを

捉えることができていないものと考えられる。また、村田さんが、「つなごうマリープロ

ジェクトの内容」の話の前に、「もとになった活動の長所」について話していると誤って

捉えたものだと考えられる。

設問四

趣旨

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することがで

きるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す

ること。 《表現、共有（話すこと）》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 〔工夫の仕方〕のＡ、Ｂ、Ｃのいずれか一つを選んで、その記号を塗り潰して

いる。

② 選んだ〔工夫の仕方〕について、どのように工夫するかを具体的に書いている。

③ 工夫することで、どのように分かりやすくなるかを書いている。

④ ③について、 の内容を適切に取り上げて書いている。

（正答例）

・Ａ

スライドの下の余白に、「花を育てる楽しみを地域へ」と書き加える。そうする

ことで、花を育てる楽しみが地域にも広がることが強調されて伝わりやすくなる。

・Ｂ

地域の人たちと中学生が、笑顔でマリーゴールドの手入れをしているイラスト

に変更すると、「学校と地域が、マリーゴールドでつながった」ときの様子が、視

覚的にもよく伝わると思います。

・Ｃ

中学生が地域の方に種を手渡しているイラストに修正して、その下に、「花を

育てる楽しみを地域へ」と書き加えると、残った種を活用した活動で花を育てる

楽しみを広げようとしていることが、より分かりやすくなると思うよ。

１ 条件①、②、③、④を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①、②、③を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの

３ 条件①、③、④を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を

工夫することができている。【村田さんのスピーチ】の の内容のうち、より分かり

やすく伝えたい部分を取り上げ、その部分に対応するスライドの工夫を具体的に考えるとと

もに、そのように工夫する意図を明確にすることができている。

〔工夫の仕方〕としてＡを選んだ場合は、スライドに書き加える言葉と、その言葉を書き

加えることで の中のどのような内容が分かりやすくなるかを具体的に書く必要があ

る。〔工夫の仕方〕としてＢを選んだ場合は、イラストをどのように修正するかについての

説明、または、どのようなイラストを付け加えるかについての説明と、そのようにすること

で の中のどのような内容が分かりやすくなるかを具体的に書く必要がある。〔工夫

の仕方〕としてＣを選んだ場合は、スライドに書き加える言葉と、イラストをどのように修

正するかについての説明、または、どのようなイラストを付け加えるかについての説明、ま

た、そのようにすることで、 の中のどのような内容が分かりやすくなるかを具体的

に書く必要がある。

○ 【解答類型２、３】は、資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表

現を工夫することに課題がある。
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・ 【解答類型２】は、選んだ〔工夫の仕方〕について、どのように工夫するかを具体的に

書くことと、工夫することでどのように分かりやすくなるかを書くことはできているが、

【村田さんのスピーチ】の の内容のうち、どの部分をより分かりやすく伝えたい

かを明確にすることができていない。具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。

（例）

・Ａ

スライドの下の余白に、「花を育てる楽しみを地域へ」と書き加える。そうする

ことで、強調されるし分かりやすくなる。

・Ｂ

地域の方と中学生のイラストを、マリーゴールドの花のイラストで丸く取り囲む

ようにすると、今行っている活動がすてきだということが伝わる。

・ 【解答類型３】は、【村田さんのスピーチ】の の内容のうち、どの部分をより

分かりやすく伝えたいかを明確にし、選んだ〔工夫の仕方〕によってどのように分かりや

すくなるかを書くことはできているが、スライドをどのように工夫するか、具体的に書く

ことができていない。具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。

（例）

・Ａ

言葉を書き加えると、学校と地域がマリーゴールドでつながることが明確に伝わる。

・Ｂ

学校と地域とがマリーゴールドでつながることが明確に伝わるように、イラスト

を修正した方がよいと思う。

・Ｃ

地域の人たちと中学生が、笑顔でマリーゴールドの手入れをしているイラストに

変更すると、「学校と地域が、マリーゴールドでつながった」ときの様子が、視覚

的にもよく伝わると思います。

（〔工夫の仕方〕としてＣを選んだ場合は、スライドに書き加える言葉と、イラ

ストをどのように修正するかについての説明、または、どのようなイラストを

付け加えるかについての説明、また、そのようにすることで の中のど

のような内容が分かりやすくなるかを具体的に書く必要があるが、スライドに

書き加える言葉を具体的に書いていない）
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・ 【解答類型２】は、選んだ〔工夫の仕方〕について、どのように工夫するかを具体的に

書くことと、工夫することでどのように分かりやすくなるかを書くことはできているが、

【村田さんのスピーチ】の の内容のうち、どの部分をより分かりやすく伝えたい

かを明確にすることができていない。具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。

（例）

・Ａ

スライドの下の余白に、「花を育てる楽しみを地域へ」と書き加える。そうする

ことで、強調されるし分かりやすくなる。

・Ｂ

地域の方と中学生のイラストを、マリーゴールドの花のイラストで丸く取り囲む

ようにすると、今行っている活動がすてきだということが伝わる。

・ 【解答類型３】は、【村田さんのスピーチ】の の内容のうち、どの部分をより

分かりやすく伝えたいかを明確にし、選んだ〔工夫の仕方〕によってどのように分かりや

すくなるかを書くことはできているが、スライドをどのように工夫するか、具体的に書く

ことができていない。具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。

（例）

・Ａ

言葉を書き加えると、学校と地域がマリーゴールドでつながることが明確に伝わる。

・Ｂ

学校と地域とがマリーゴールドでつながることが明確に伝わるように、イラスト

を修正した方がよいと思う。

・Ｃ

地域の人たちと中学生が、笑顔でマリーゴールドの手入れをしているイラストに

変更すると、「学校と地域が、マリーゴールドでつながった」ときの様子が、視覚

的にもよく伝わると思います。

（〔工夫の仕方〕としてＣを選んだ場合は、スライドに書き加える言葉と、イラ

ストをどのように修正するかについての説明、または、どのようなイラストを

付け加えるかについての説明、また、そのようにすることで の中のど

のような内容が分かりやすくなるかを具体的に書く必要があるが、スライドに

書き加える言葉を具体的に書いていない）

国語３ 文学的な文章を読む（「二人の兄弟」）
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１．出題の趣旨

文学的な文章を読む場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 表現の効果について、根拠を明確にして考えること

・ 文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えること

・ 事象や行為を表す語句について理解すること

・ 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えること

「Ｃ読むこと」の学習においては、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」、「考えの形成、共

有」に関する各指導事項を身に付けることができるように、意図的・計画的に指導を重ねるこ

とが大切である。教材については、各学年で説明的な文章や文学的な文章などの文章の種類を

調和的に取り扱う必要がある。また、〔知識および技能〕の「(3)我が国の言語文化に関する事

項」に位置付けられている「読書」に関する指導事項との関連を図り、生徒の日常の読書活動

に結び付くように指導することも重要である。

文学的な文章を読むためには、言葉を手掛かりにしながら文脈をたどり、観点を定めて読む

ことが必要であり、そのことによって深い理解や感動が得られる。また、文章全体や部分にお

ける構成や展開を把握した上で、なぜそのような構成や展開になっているのか、そのことがど

のような効果につながるのかなど、自分なりの意味付けをすることも重要である。

本問では、島崎藤村の「二人の兄弟」を取り上げた。この物語は「一 榎木の実」、「二 釣

の話」で構成されている。「一 榎木の実」には失敗した場面のあとに成功する場面が描かれ

ているのに対し、「二 釣の話」は失敗談で終わっている。このような文章を読んで、叙述を

基に登場人物の性格を捉えたり、語句の意味を理解したりするとともに、文章の構成や展開、

表現の効果について、根拠を明確にして考えることを求めている。

－30－



１．出題の趣旨

文学的な文章を読む場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 表現の効果について、根拠を明確にして考えること

・ 文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えること

・ 事象や行為を表す語句について理解すること

・ 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えること

「Ｃ読むこと」の学習においては、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」、「考えの形成、共

有」に関する各指導事項を身に付けることができるように、意図的・計画的に指導を重ねるこ

とが大切である。教材については、各学年で説明的な文章や文学的な文章などの文章の種類を

調和的に取り扱う必要がある。また、〔知識および技能〕の「(3)我が国の言語文化に関する事

項」に位置付けられている「読書」に関する指導事項との関連を図り、生徒の日常の読書活動

に結び付くように指導することも重要である。

文学的な文章を読むためには、言葉を手掛かりにしながら文脈をたどり、観点を定めて読む

ことが必要であり、そのことによって深い理解や感動が得られる。また、文章全体や部分にお

ける構成や展開を把握した上で、なぜそのような構成や展開になっているのか、そのことがど

のような効果につながるのかなど、自分なりの意味付けをすることも重要である。

本問では、島崎藤村の「二人の兄弟」を取り上げた。この物語は「一 榎木の実」、「二 釣

の話」で構成されている。「一 榎木の実」には失敗した場面のあとに成功する場面が描かれ

ているのに対し、「二 釣の話」は失敗談で終わっている。このような文章を読んで、叙述を

基に登場人物の性格を捉えたり、語句の意味を理解したりするとともに、文章の構成や展開、

表現の効果について、根拠を明確にして考えることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 小説や随筆などを読み、考えたことなどを記録したり伝え合ったりする活動。

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 詩歌や小説などを読み、引用して解説したり、考えたことなどを伝え合ったりする活動。

（参考）

〔第３学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 詩歌や小説などを読み、批評したり、考えたことなどを伝え合ったりする活動。

２．解説

設問一

趣旨

表現の効果について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。

《精査・解釈》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、３、４】は、文章中の表現の効果について、根拠を明確にして考えること

に課題がある。

・ 【解答類型１】は、冒頭の三文が、榎木の実に関する読者の経験を問うものであるとい

うことは読み取れているが、それによる表現の効果について適切に捉えることができてい

ないものと考えられる。

・ 【解答類型３】は、「二人の兄弟」という表題や物語の内容から、冒頭の三文が、兄弟

や家族との関係を問うものであると誤って捉えたものと考えられる。そのため、表現の効

果についても適切に捉えることができていないものと考えられる。
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・ 【解答類型４】は、「二人の兄弟」という表題や物語の内容から、冒頭の三文が、榎木

の実に関する読者の経験を話題にしながら、兄弟や家族との関係を問うものであると誤っ

て捉えたものと考えられる。そのため、この問いかけが物語の始めに示されることで、「榎

木の実にまつわる物語に関心をもたせる効果」があると判断したものと考えられる。

○ 【解答類型２】は、文章中の表現の効果について、根拠を明確にして考えることができ

ている。冒頭で、榎木の実に関する読者の経験を問う文を重ねることによって、「榎木の実

にまつわる物語に関心をもたせる効果」があることを捉えることができている。
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・ 【解答類型４】は、「二人の兄弟」という表題や物語の内容から、冒頭の三文が、榎木

の実に関する読者の経験を話題にしながら、兄弟や家族との関係を問うものであると誤っ

て捉えたものと考えられる。そのため、この問いかけが物語の始めに示されることで、「榎

木の実にまつわる物語に関心をもたせる効果」があると判断したものと考えられる。

○ 【解答類型２】は、文章中の表現の効果について、根拠を明確にして考えることができ

ている。冒頭で、榎木の実に関する読者の経験を問う文を重ねることによって、「榎木の実

にまつわる物語に関心をもたせる効果」があることを捉えることができている。

（参考）

○関連する問題

【小学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

【山村さんの文章】の Ｂ に入る内容R４２三
として適切なものを選択する

59.4％ pp.21-29 pp.33-47

（
略
）
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【中学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがど

R５４三 のように工夫されているかについて、古典 50.5％ pp.32-36 pp.61-69
と比較して書く

設問二

趣旨

文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示の関係や登場人物の設定の仕方

を捉えること。 《構造と内容の把握》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 兄の欄に「気が長い」のように解答している。

② 弟の欄に「気が短い」のように解答している。

１ 条件①、②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

３ 条件②を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉

えることができている。「一 榎木の実」と「二 釣の話」を通して、「兄」が「気が長い」

性格、「弟」が「気が短い」性格の人物として設定されていることを捉えることができている。

○ 【解答類型２、３】は、文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方

を捉えることに課題がある。

・ 【解答類型２】は、「兄は弟と違って気長な子供でしたから」や「兄はゆっくり構えて

釣っていたものですから」などの叙述から、「兄」が「気が長い」性格の人物として設定

されていることを捉えることはできているが、「弟」がどのような性格の人物として設定

されているかを捉えることはできていない。

－34－



【中学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがど

R５４三 のように工夫されているかについて、古典 50.5％ pp.32-36 pp.61-69
と比較して書く

設問二

趣旨

文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示の関係や登場人物の設定の仕方

を捉えること。 《構造と内容の把握》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 兄の欄に「気が長い」のように解答している。

② 弟の欄に「気が短い」のように解答している。

１ 条件①、②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

３ 条件②を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉

えることができている。「一 榎木の実」と「二 釣の話」を通して、「兄」が「気が長い」

性格、「弟」が「気が短い」性格の人物として設定されていることを捉えることができている。

○ 【解答類型２、３】は、文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方

を捉えることに課題がある。

・ 【解答類型２】は、「兄は弟と違って気長な子供でしたから」や「兄はゆっくり構えて

釣っていたものですから」などの叙述から、「兄」が「気が長い」性格の人物として設定

されていることを捉えることはできているが、「弟」がどのような性格の人物として設定

されているかを捉えることはできていない。

・ 【解答類型３】は、「弟は気の短い子供で」や「ほんとに釣れるまで待っていられませ

んでした」などの叙述から、「弟」が「気が短い」性格の人物として設定されていること

を捉えることはできているが、「兄」がどのような性格の人物として設定されているかを

捉えることはできていない。

設問三

趣旨

事象や行為を表す語句について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

ウ 事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の

意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに

すること。 《語彙》

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 三 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、２、４】は、「しきりと」という語句の意味の理解に課題がある。「しきり

と」という言葉になじみがなく、意味が理解できていないものと考えられる。そのため、「し

きりと」という言葉がもつ意味ではなく、「兄」が「木の下を探し廻」る様子を自分なりに

想像して、選択肢１、２、４のような意味だと誤って捉えたものとも考えられる。

○ 【解答類型３】は、「しきりと」という語句の意味について理解している。「しきりと」は

「何度も」、「熱心に」などの意味をもつ。
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設問四

趣旨

文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。

《精査・解釈》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① どのような効果があるかを書いている。

② ①のように考えた理由を、｢ の部分のような『あとに続く話』が、『一

榎木の実』にはあるが、『二 釣の話』にはない」という展開を踏まえて書いて

いる。

③ ②について、物語の内容を適切に取り上げて書いている。

（正答例）

・ 読者の意表を突く効果がある。なぜなら、「一 榎木の実」には、失敗した兄

弟が、お爺さんのおかげで成功する場面が書かれているため、「二 釣の話」も

同じような展開になると予想して読み進める読者が多いと思うからだ。

・ 気長な兄と気の短い弟は、「一 榎木の実」では、失敗したあとお爺さんのお

かげで成功するが、「二 釣の話」で、また同じ原因で失敗する。このような展

開によって、人の性格はなかなか変わらないということが強調されている。

・ 読者に物語の続きを想像させる効果がある。なぜなら、「一 榎木の実」では、

お爺さんの教えによって、二人は好い実を拾うことができたが、「二 釣の話」

では、魚は釣れず、お爺さんに失敗の原因を指摘されただけで話が終わってい

るので、その後、二人が目的を達成できたのかどうかが気になるからだ。

１ 条件①、②、③を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの

３ 条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、文章の展開について、根拠を明確にして考えることができている。「二

人の兄弟」という作品は、「一 榎木の実」には兄弟が目的を達成できなかった場面のあと

に続く話が書かれているが、「二 釣の話」には書かれていない。このような展開になって

いることによってどのような効果があると考えられるか、自分の考えを具体的に書くことが

できている。また、そのように考えた理由を、文章の内容を適切に取り上げて書くことがで

きている。
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設問四

趣旨

文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。

《精査・解釈》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① どのような効果があるかを書いている。

② ①のように考えた理由を、｢ の部分のような『あとに続く話』が、『一

榎木の実』にはあるが、『二 釣の話』にはない」という展開を踏まえて書いて

いる。

③ ②について、物語の内容を適切に取り上げて書いている。

（正答例）

・ 読者の意表を突く効果がある。なぜなら、「一 榎木の実」には、失敗した兄

弟が、お爺さんのおかげで成功する場面が書かれているため、「二 釣の話」も

同じような展開になると予想して読み進める読者が多いと思うからだ。

・ 気長な兄と気の短い弟は、「一 榎木の実」では、失敗したあとお爺さんのお

かげで成功するが、「二 釣の話」で、また同じ原因で失敗する。このような展

開によって、人の性格はなかなか変わらないということが強調されている。

・ 読者に物語の続きを想像させる効果がある。なぜなら、「一 榎木の実」では、

お爺さんの教えによって、二人は好い実を拾うことができたが、「二 釣の話」

では、魚は釣れず、お爺さんに失敗の原因を指摘されただけで話が終わってい

るので、その後、二人が目的を達成できたのかどうかが気になるからだ。

１ 条件①、②、③を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの

３ 条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、文章の展開について、根拠を明確にして考えることができている。「二

人の兄弟」という作品は、「一 榎木の実」には兄弟が目的を達成できなかった場面のあと

に続く話が書かれているが、「二 釣の話」には書かれていない。このような展開になって

いることによってどのような効果があると考えられるか、自分の考えを具体的に書くことが

できている。また、そのように考えた理由を、文章の内容を適切に取り上げて書くことがで

きている。

○ 【解答類型２、３】は、文章の展開について、根拠を明確にして考えることに課題がある。

・ 【解答類型２】は、本問で着目している展開について、その効果を書くことはできてい

るが、物語の内容を適切に取り上げて書くことができていない。具体的な例としては、以

下のようなものが考えられる。

（例）

・ 「一 榎木の実」で、兄弟は、好い実を拾うにはタイミングが大切だと知ったは

ずなのに、「二 釣の話」では失敗して終わっているので、人の性格はなかなか変

わらないということを強調する効果がある。どちらの話でも、兄弟は目的を達成す

ることができなかった。

・ 【解答類型３】は、文章の展開の効果について書くことができている。しかし、理由を

書く際、物語の内容を取り上げているものの、本問で着目している展開を踏まえて書くこ

とができていない。具体的な例としては、以下のようなものが考えられる。

（例）

・ 「一 榎木の実」に榎木の木が出てきて、「二 釣の話」に胡桃の木が出てくる

ことにより、読者に豊かな自然を思い浮かべさせる効果がある。

（参考）

○関連する問題

【小学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

物語から伝わってくることを考え、【森田R４２二
さんの文章】の Ａ に入る内容を書く

68.5％ pp.21-29 pp.33-47

※問題の画像は p.33に掲載。

【中学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがど

R５４三 のように工夫されているかについて、古典 50.5％ pp.32-36 pp.61-69
と比較して書く

３．出典等

島崎藤村「二人の兄弟」（西本鶏介編『現代日本児童文学傑作選１』1980年５月 講談社）

による。
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国語４ 手紙を推敲する（職場体験活動のお礼状）
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国語４ 手紙を推敲する（職場体験活動のお礼状） １．出題の趣旨

お礼の手紙を書く場面において、次のことができるかどうかをみる。

・ 読み手の立場に立って、表記を確かめて、文章を整えること

・ 読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えること

「推敲」は、文章を書き上げる過程で、読み手の立場に立ち、自分が書いた文章について捉

え直し、分かりやすい文章に整える行為である。中学校第１学年では、小学校での学習を踏ま

え、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができるようにするこ

とが求められている。そうした推敲の仕方を身に付けた上で、第２学年では、表現の効果など

を、第３学年では、目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて文章を整えること

ができるようにすることが求められている。その際、文章を読み返す視点を明確にして、身に

付けている知識や技能を生かしながら、よりよい文章に整えることができるように指導するこ

とが大切である。

本問では、職場体験活動でお世話になった事業所の方にお礼の手紙を書く場面を設定した。

手紙の下書きを読んで、漢字の誤りを見付けて正しく直したり、手紙の内容が読み手によりよ

く伝わるように、修正した方がよい部分を見付けて文章を整えたりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 行事の案内や報告の文章を書くなど、伝えるべきことを整理して書く活動。

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 社会生活に必要な手紙や電子メールを書くなど、伝えたいことを相手や媒体を考慮し

て書く活動。

（参考）

〔第３学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

イ 情報を編集して文章にまとめるなど、伝えたいことを整理して書く活動。

２．解説

設問一

趣旨

読み手の立場に立って、表記を確かめて、文章を整えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

エ 読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整え

ること。 《推敲》

■評価の観点

思考・判断・表現
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 一 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 誤って書かれている漢字として、「問」を線で消している。

② 正しい漢字として、「問」の右横に「門」と書いている。

（正答例）

１ 条件①、②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、読み手の立場に立って表記を確かめ、文章を整えることができている。

「専問的」の「問」が誤っていることに気付き、「門」と正しく書くことができている。「門」

は、小学校第２学年の配当漢字である。

○ 【解答類型２】は、読み手の立場に立って表記を確かめ、文章を整えることに課題がある。

「専問的」の「問」が誤っていることには気付いているが、「門」と正しく書くことができ

ていない。漢字の書きの知識が十分に身に付いていないものと考えられる。

門
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 一 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 誤って書かれている漢字として、「問」を線で消している。

② 正しい漢字として、「問」の右横に「門」と書いている。

（正答例）

１ 条件①、②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、読み手の立場に立って表記を確かめ、文章を整えることができている。

「専問的」の「問」が誤っていることに気付き、「門」と正しく書くことができている。「門」

は、小学校第２学年の配当漢字である。

○ 【解答類型２】は、読み手の立場に立って表記を確かめ、文章を整えることに課題がある。

「専問的」の「問」が誤っていることには気付いているが、「門」と正しく書くことができ

ていない。漢字の書きの知識が十分に身に付いていないものと考えられる。

門

設問二

趣旨

読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

エ 読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整え

ること。 《推敲》

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 削除したり書き直したりしたい部分を一つ決めて、以下のような適切な修正を

している。

a 長い文を修正している。

b 語句を修正している。

c 語順を修正している。

② 修正した方がよいと考えた理由を、誤りなく具体的に書いている。

１ 条件①a、②を満たして解答しているもの ◎

（例） い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

文
が
長
い
た
め
、
読
み
づ
ら
く
、
体
験
活
動
の
前
と
後
で
の
変
化
も
伝
わ
り
に

く
い
か
ら
。
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２ 条件①b、②を満たして解答しているもの ◎

（例）

３ 条件①c、②を満たして解答しているもの ◎

（例）

謙
譲
語
を
使
う
こ
と
で
、
敬
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
と
思
う
か
ら
。

い
た
だ
き

仕
入
れ
た
商
品
を
一
つ
一
つ

「
一
つ
一
つ
」
が
「
下
処
理
し
た
り
」
に
係
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
。

－42－



２ 条件①b、②を満たして解答しているもの ◎

（例）

３ 条件①c、②を満たして解答しているもの ◎

（例）

謙
譲
語
を
使
う
こ
と
で
、
敬
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
と
思
う
か
ら
。

い
た
だ
き

仕
入
れ
た
商
品
を
一
つ
一
つ

「
一
つ
一
つ
」
が
「
下
処
理
し
た
り
」
に
係
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
。

４ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの

５ 条件②を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１～３】は、読み手の立場に立って、語句の用法や叙述の仕方などを確かめて、

文章を整えることができている。

・ 【解答類型１】は、文が長いことが、読み手にとって読みづらく、書かれている内容を

捉えにくい場合があることを理解して、修正すべき部分を見付けることができている。ま

た、文を適切に分け、必要に応じて接続語等を補うことができている。

・ 【解答類型２】は、職場体験活動でお世話になった方へのお礼の手紙であることを踏ま

え、敬語を用いた方が、感謝や敬う気持ちが伝わるということを理解して、修正すべき部

分を見付けることができている。また、文章の中で敬語を適切に使うことができている。

・ 【解答類型３】は、語順によって語句の係り受けが曖昧になる場合があることを理解し

て、修正すべき部分を見付けることができている。また、語句の係り受けが明確になるよ

うに語順を修正することができている。

○ 【解答類型４、５】は、読み手の立場に立って、語句の用法や叙述の仕方などを確かめて、

文章を整えることに課題がある。

・ 【解答類型４】は、削除したり書き直したりしたい部分を見付けて、適切な修正をする

ことはできているが、なぜその部分を修正した方がよいと考えたのか、理由を適切に述べ

ることができていない。

・ 【解答類型５】は、文章を推敲する際に、修正した方がよい場合について説明すること

はできているが、実際に【手紙の下書きの一部】を適切に修正することができていない。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

R３２一
意見文の下書きを直した意図として適切な

25.1％ pp.18-22 pp.27-31
ものを選択する

R５３一
レポートの下書きの一部について、文の一

54.7％ pp.25-31 pp.48-60
部を直す意図として適切なものを選択する
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )
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例例
昨

年
の

来
場

者
か

ら
、

ど
う

や
っ

て
作

品
を

つ
く

っ
た

の
か

知
り

た
く

な
っ

た
と

い
う

感
想

を
も

ら
い

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

今
年

は
中

学
生

が
作

品
に

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。
気

に
な

る
作

品
が

あ
っ

た
ら

、

ぜ
ひ

中
学

生
に

質
問

し
て

く
だ

さ
い

。

ス
ラ

イ
ド

の
下

の
余

白
に

、
「

花
を

育
て

る
楽

し
み

を
地

域
へ

」

と
書

き
加

え
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
花

を
育

て
る

楽
し

み
が

地
域

に
も

広
が

る
こ

と
が

強
調

さ
れ

て
伝

わ
り

や
す

く
な

る
。

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。
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読 者 の 意 表 を 突 く 効 果 が あ る 。 な ぜ な ら 、 「 一 榎 木

の 実 」 に は 、 失 敗 し た 兄 弟 が 、 お 爺 さ ん の お か げ で 成 功

す る 場 面 が 書 か れ て い る た め 、 「 二 釣 の 話 」 も 同 じ よ

う な 展 開 に な る と 予 想 し て 読 み 進 め る 読 者 が 多 い と 思 う

か ら だ 。

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

文 が 長 い た め 読 み づ ら く 、 体 験 活 動 の 前 と 後 で の 変 化

も 伝 わ り に く い か ら 。

例

気 が 長 い 気 が 短 い例 例

例
い ま せ ん で し た 。 し か し例

門
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋） 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文の記述及びレイアウト等について

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整を行った問題については、pp.51-53 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文の記述及びレイアウト等について

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整を行った問題については、pp.51-53 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 

＜点字問題における具体的な配慮例＞  

【通常問題】  ４ 一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点字問題】  ４ １． 

本問では、主に次のような配慮を行った。 

○ 通常問題では、お礼の手紙を推敲する場面が設定されており、下書きを読み返

して、誤って書かれている漢字を線で消し、正しい漢字を書き込むことが求めら

れている。しかし、点字には漢字がなく、修正の仕方も異なる。そのため、点字表

記の基本である分かち書きについて、「手紙の下書き」の中に示された訂正の仕方

にならって正しく書き直す問題に変更した。
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＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞ 

4_1 

4_2 

4_3 

4_4 
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＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞ 

4_1 

4_2 

4_3 

4_4 

＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞

4_1 

4_2 

4_3 

4_4 

＜点字問題において解答類型の変更、調整等を行った問題＞

  

問題番号 解 答 類 型 正答 

２ ４． （正答の条件） 

次の条件を満たして解答している。 

① 「案」のａａ..  ｂｂ..のいずれか一つを選んで、書いている。

② 選んだ「案」を示すことで、どのように分かりやすくなるか

を書いている。 

③ ②について、傍線部（ウ）の内容を適切に取り上げて書いて

いる。

【点字問題】  ２ ４．．
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（正答例） 

・・ａａ..

村田さんが特に伝えたいことが、地域の方に「花を育てる楽

しみ」を味わってほしいということならば、「咲かせてくださ

い 地域でも」のほうがよく伝わると思うよ。

・・ｂｂ..

「種も よろこんでくれる」と示すことで、「今行っている活

動を工夫する」ということが、残った種を活用することだとい

うことを最後にもう一度印象付けることができる。

１ 条件①、②、③を満たして解答しているもの ◎ 

２ 
条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答している

もの 

３ －（該当無し） 

99 上記以外の解答 

０ 無解答 

－52－



（正答例） 

・・ａａ..

村田さんが特に伝えたいことが、地域の方に「花を育てる楽

しみ」を味わってほしいということならば、「咲かせてくださ

い 地域でも」のほうがよく伝わると思うよ。

・・ｂｂ..

「種も よろこんでくれる」と示すことで、「今行っている活

動を工夫する」ということが、残った種を活用することだとい

うことを最後にもう一度印象付けることができる。

１ 条件①、②、③を満たして解答しているもの ◎ 

２ 
条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答している

もの 

３ －（該当無し） 

99 上記以外の解答 

０ 無解答 

  

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ １． （正答の条件） 

次の条件を満たして解答している。 

① 誤って書かれている分かち書きとして、

「p２ 下ℓ５（または p２ ℓ13） いない よーに」と書い

ている。 

② 正しい分かち書きとして、「いない」と「よーに」の間のマ

スを削除して、①の解答の後に「→いないよーに」と書いて

いる。 

１ 条件①、②を満たして解答しているもの ◎ 

２ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの 

99 上記以外の解答 

０ 無解答 

【点字問題】  ４ １．．
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）
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 拡大文字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、弱視児童生徒の見

え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大きさ

に拡大するとともに、以下のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22ポイントとし、UD デジタル教科書体とする。

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。

（３） 必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞

【通常問題】 １ 

１では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 通常問題では、問題全体を横置きにしているが、拡大文字問題では、見え方に伴う負

担を軽減するために縦置きにし、【第一中学校のウェブページのお知らせ】において、

左寄せのレイアウトに変更した。 

２） 【ちらし】において十分な字間及び行間等に設定するために、２ページに割り付けた。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 １ 実寸大サイズ

－56－



【拡大文字問題（抜粋）】 １ 実寸大サイズ 【通常問題】 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 同ページ上に配置していた【村田さんのスピーチ】と〈スライド〉を、対応が明確に

なるように、それぞれ別ページに割り付けた。 

２） 〈スライド〉は、情報の捉えやすさを考慮して、図や文字を大きくしたり、写真のコ

ントラストを調整したりした。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 ２  
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